
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 



１．調査団員・氏名 

 

（１）現地調査Ⅰ 

氏名 業務内容 所属 

丹原 一広 総括 
JICA 人間開発部 基礎教育グループ

基礎教育第二課 課長 

角田 和之 計画管理 
JICA 人間開発部 基礎教育グループ

基礎教育第二課 

緑川 肇 調達監理計画 JICS 業務第一部 施設第三課 

粂川 伸司 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

田口 順子 運営維持/教育計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

吉澤 博幸 副業務主任/建築設計Ⅰ 株式会社 毛利建築設計事務所 

榎本 久美子 建築設計Ⅱ 株式会社 毛利建築設計事務所 

荻野 朗子 施工計画/調達事情/積算 株式会社 毛利建築設計事務所 

横堀 淳一 建築設計Ⅲ 株式会社 毛利建築設計事務所 

大島 美保 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 

（２）現地調査Ⅱ（概要説明調査） 

氏名 業務内容 所属 

松本 仁 団長 JICA ニジェール支所 支所長 

若杉 裕司 計画管理 
JICA 人間開発部 基礎教育グループ

基礎教育第二課 

粂川 伸司 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

杉浦 晃 副業務主任/建築設計Ⅰ 株式会社 毛利建築設計事務所 

大島 美保 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 

（３）現地調査Ⅲ（入札図書作成参考資料説明調査） 

氏名 業務内容 所属 

粂川 伸司 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

吉澤 博幸 副業務主任/建築設計Ⅰ 株式会社 毛利建築設計事務所 

大島 美保 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 

 



２．調査行程 

 

（１）現地調査Ⅰ（2012.5.12～2012.6.13） 

コンサルタント
自主補強団員

A B C D E F G H I J

総括 計画管理 調達監理計画
業務主任／
施設計画

運営維持／
教育計画

副業務主任／
建築設計1

建築設計2
施工計画／

調達事情／積算
通訳 建築設計3

丹原　一広 角田　和之 緑川　肇 粂川　伸司 田口　順子 吉澤　博幸 榎本　久美子 荻野　朗子 大島　美保 横堀　淳一

9日間 9日間 9日間 33日間 33日間 33日間 23日間 29日間 33日間 12日間

1 2012/5/12 土 成田2155 → 成田2155 →

2 2012/5/13 日 成田2155 →
0415 パリ1035→
1455 ニアメ

0415 パリ1035→
1455 ニアメ

3 2012/5/14 月
0415 パリ1035→
1455 ニアメ

Aに同行 再委託関連調査

4 2012/5/15 火 積算関連調査 Aに同行
再委託・積算関連
調査

5 2012/5/16 水 同上 Aに同行 同上

6 2012/5/17 木 同上 Aに同行 同上

7 2012/5/18 金 同上 Aに同行 同上

8 2012/5/19 土 →0600パリ1100 成田2155 → 同上 Dに同行 同上

9 2012/5/20 日 →0600成田 資料整理 資料整理 資料整理
0415 パリ1035→
1455 ニアメ

資料整理 資料整理 資料整理

10 2012/5/21 月 サイト調査A
学校運営、教育関
連調査

サイト調査B サイト調査A サイト調査B Eに同行 再委託関連調査

11 2012/5/22 火 同上 同上 同上 同上 同上 Eに同行 同上

12 2012/5/23 水 同上 同上 同上 同上 同上 Eに同行 →ダカール

13 2012/5/24 木 同上 同上 同上 同上 同上 Eに同行

14 2012/5/25 金 同上 同上 同上 同上 同上 Eに同行

15 2012/5/26 土 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理 Eに同行

16 2012/5/27 日 資料整理 資料整理 資料整理

17 2012/5/28 月 積算調査 積算調査 Eに同行

18 2012/5/29 火 積算調査
学校運営、教育関
連調査

他ドナー調査 他ドナー調査 積算調査 Eに同行

19 2012/5/30 水 積算調査
学校運営、教育関
連調査

他ドナー調査 他ドナー調査 積算調査 Eに同行

20 2012/5/31 木 サイト調査A 同上 サイト調査B サイト調査A サイト調査B Eに同行

21 2012/6/1 金 同上 同上 同上 同上 同上 Eに同行

22 2012/6/2 土 同上 同上
サイト調査B
再調査 同上

サイト調査B
再調査

Eに同行

23 2012/6/3 日

24 2012/6/4 月
優先順位協議
（ニアメ教育局）

優先順位協議
（ニアメ教育局）

建築関連調査 建築関連調査 積算調査 Dに同行

25 2012/6/5 火
サイト調査B
再調査

教育関連調査 同上 建築関連調査
サイト調査B
再調査

Eに同行

26 2012/6/6 水 積算調査 教育関連調査 積算調査 同上 積算調査 Eに同行

27 2012/6/7 木
優先順位協議
（ニアメ教育局）
積算調査

優先順位協議
（ニアメ教育局）
教育関連調査

他ドナー案件調査
（ドッソ州）

他ドナー案件調査
（ドッソ州）

同上 Dに同行

28 2012/6/8 金
テクニカルノート
案検討・
教育省へ説明

テクニカルノート
案検討・
教育省へ説明

テクニカルノート
案検討・
教育省へ説明

積算調査
ニアメ2350→

積算調査
ニアメ2350→

Dに同行

29 2012/6/9 土
テクニカルノート
作成

テクニカルノート
作成

テクニカルノート
作成

→0600パリ1300 →0600パリ1300 Dに同行

30 2012/6/10 日 →0800成田 →0800成田 資料整理

31 2012/6/11 月 テクニカルノート協議・署名、JICA報告、ニアメ2350→ Dに同行

32 2012/6/12 火 →0600パリ1300 →0600パリ1300

33 2012/6/13 水 →0800成田 →0800成田

官団員 コンサルタント団員

成田2155 →

羽田0040→0620　パリ1035→ 1455 ニアメ 0415 パリ1035→ 1455 ニアメ

JICA支所表敬、国民教育省表敬・協議、財務省表敬・協議

既存中学校、要請サイト視察

ミニッツ協議、他ドナー表敬

中間報告

ミニッツ協議

ミニッツ署名、JICA報告　ニアメ2350→ ミニッツ署名、JICA報告

資料整理（9校）

資料整理・現地調査報告書作成

   日時

サイト調査準備

資料整理（19校）及び中間報告書案作成

 
 



（２）現地調査Ⅱ（概要説明調査）（2012.12.1～2012.12.12） 

日時 Ａ B C D E

団長 計画管理
業務主任／
施設計画

副業務主任／
建築設計1

通訳

松本　支所長 若杉　裕司　 粂川　伸司 杉浦　晃 大島　美保

12日間 12日間 12日間

1 2012/12/1 土 東京 →

2 2012/12/2 日 パリ → ニアメ　

3 2012/12/3 月 A～Dに同行

4 2012/12/4 火 他案件調査 C, Dに同行

5 2012/12/5 水 同上 C, Dに同行

6 2012/12/6 木 A～Dに同行

7 2012/12/7 金 A～Dに同行

8 2012/12/8 土 ニアメ発 C, Dに同行

9 2012/12/9 日 C, Dに同行

10 2012/12/10 月 C, Dに同行

11 2012/12/11 火

12 2012/12/12 水 → 成田

JICA支所表敬、教育省訪問（表敬、概略設計概要説明）

財務省ミニッツ協議・ミニッツ署名、JICA支
所報告

ニアメ市教育局訪問（概略設計概要説明）、
サイト視察

ローカルコンサルタント訪問（再委託契
約）、地質調査会社訪問（契約交渉）、ニア
メ市教育局技術者打合せ

財務省表敬、教育省ミニッツ協議
団内打合せ、財務省表敬、教育省打合せ、ニ
アメ市教育局打合せ、都市計画・住宅・衛生
設備省打合せ、教育省ミニッツ協議

同左、地質調査会社契約

会計士事務所訪問、建設会社訪問

資料整理、団内打合せ

教育省訪問、ローカルコンサルタント打合
せ、サイト視察（地質調査実施状況確認）、
ニアメ市教育局訪問

ニアメ → パリ

 

 

（３）現地調査Ⅲ（入札図書作成参考資料説明調査）（2013.3.10～2013.3.19） 

日時 C D H

業務主任／施設計画 副業務主任／建築設計1 通訳

粂川　伸司 吉澤　博幸 大島　美保

10日間 10日間 10日間

1 2013/3/10 日 羽田 → パリ → ニアメ

2 2013/3/11 月 C,Dに同行

3 2013/3/12 火 C,Dに同行

4 2013/3/13 水 C,Dに同行

5 2013/3/14 木 C,Dに同行

6 2013/3/15 金 C,Dに同行

7 2013/3/16 土 C,Dに同行

8 2013/3/17 日 C,Dに同行

9 2013/3/18 月 C,Dに同行

10 2013/3/19 火 C,Dに同行→ 羽田

ニアメ → パリ →

入札図書作成委託コンサルタントと打ち合わせ

収集資料整理

JICA支所表敬及び調査に関する説明
入札図書作成委託コンサルタントと打ち合わせ
教育省表敬及び入札図書作成参考資料の内容説明
ニアメ市教育局へ入札図書作成参考資料の内容説明、計画敷地変更について
聴き取り

視学官事務所と共に新敷地の確認
入札図書作成委託コンサルタントと打ち合わせ

建設事情調査
地盤調査会社と打ち合わせ、修正契約

入札図書作成参考資料に関する質疑応答
テクニカルノート協議

テクニカルノート協議及び署名
JICA支所報告

 

 

 



３．関係者（面会者）リスト 

 

（１）現地調査Ⅰ 

 

国民教育・識字・国語推進省（Ministère de l’Education Nationale, de l’Alphabétisation et de la 

Promotion des Langues Nationales : MEN/A/PLN） 

M. Barmou Salifou ― 事務次官 

M. Kalilou Tahirou ― 事務次官補 

M. Abdou Ibo  ― 技術顧問 

M. Daouda Abdourahamane 調査計画局（DEP） 調査計画局長 

M. Souley Mallam Abdoulaye  DEP 局長代理 

M. Oumarou Seïdou Noaga DEP 担当官 

M. Koche Moussa 統計局（DS） 統計局長 

M. Djibo Mahaman DS 担当官 

M. Dan Karami Ousseini インフラ整備局（DIES） インフラ整備局長 

M. Ibrahim Souley Taye 人事局（DRH） 人事局長 

M. Abdou Madougoss 初期研修・現職研修局（DFIC） 局長 

M. Assoumane Bori  DFIC 担当官 

M. Gounrey Gounouss カリキュラム・教育改革局

（DCIP） 

カリキュラム・教育改革局長

M. Seini Yaou 財務機材資源局（DRFM） 財務機材資源局長 

M. Boureima Daouda 初等教育局（DECB I） 初等教育局長 

Mme Abdoulaye Ramabra 前期中等教育局（DECB II） 前期中等教育局長 

M. Soumana Halidou DECB II 前期中等教育局次長 

M. Adam Malan Modi DECB II 統計技官 

M. Issoufi Mohamane アラブ教育局（DEA） 局長代理 

M. Abdoulaye Boubacar DEA 調査計画課 

M. Aliou Ibrahim 学校試験・職業選抜試験・進

路指導局（DESCPO） 

局長 

M. Damana Issaka ― 前 GOCES 調整室長 

M. Harouna YAHAYA  PRODEFA 担当官 

 

国立文書研究教育推進研究所（ Institut National de Documentation, de Recherche et 

d’Animations Pédagogiques : INDRAP） 

M. Adamou Mahaman Ragi 文学課 文学課長 

 

高等師範学校（Ecole Nationale Supérieure : ENS） 

M. Saïdou Madougou ― 副学長 

 



中等高等・科学研究省 （Ministère des Enseignements Moyen, Supérieur et de la Recherche 

Scientifique : MEMS/RS） 

M. Mahamadou MAIDAGI 調査計画局（DEP） 局長 

M. Elhadji Ibrahim Abdou 統計課 統計技官 

 

ニアメ市国民教育・識字・国語推進局 

（Direction Régionale de l’Education Nationale, de l’Alphabétisation et de la Promotion des 

Langues Nationale de la Ville de Niamey : DREN/A/PLN/Niamey） 

M. Mahamadou Tchamago Ali ― 局長 

M. Ousmane Mamoudou ― 次長 

M. Amadou Hassane ― 学校インフラ整備課長 

M. Adamou Tahirou ― 財務調査課長 

M. Alhassane Aboudou ― 初等教育課長 

M. Kalla Issa ― 総務資源課長/初等教育 

M. Mamoudou Hamidou ― 総務資源課長/前期中等教育 

M. Abdou Hamidou ― COGES 監督官 

M. Moussa Gado Koda ― 出納係 

M. Falke Abdourahamane ニアメ 1 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Kimba Amadou ニアメ 2 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Mahaman Robion 

Moustapha 

ニアメ 3 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Abdoussalani Aboubacar ニアメ 4 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Adamou Yaya ニアメ 4 区教育局 局長補佐、前期中等教育視学

官 

M. Seini Modi Moussa ニアメ 5 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Ousmane Garba ― 仏語アラブ語教育、前期中等

教育視学官 

 

ニアメ市中等高等教育局  （Direction Régionale des Enseignements Moyen et Supérieur   

(DREM/S) Niamey） 

M. Alitiné Hassane 人事課 課長 

M. Ousmane Laouali 試験・選抜試験・進路指導課

（DEXCO） 

担当官 

 

財務省（Ministère des Finances : MF） 

M. Djibrill Hanounou ― 事務次官 

M. Moha Moussa 調査計画局（DEP） 局長 

Mme Kimba Amadou Zouèra DEP アシスタント 

 



外務・協力・アフリカ統合・在外ニジェール人省（Ministère des Affaires Etrangères, de la 

Coopération, de l’Intégration Africaine et des Nigériens à l’Extérieur : MAE/C/IA/NE） 

M. Alzouma Issoufou Adamon アジア課 アジア課長 

 

計画・国土整備・コミュニティ開発省（Ministère du Plan, de l’Aménagement du Territoire et du 

Développement Communautaire : MP/AT/DC） 

M. Saïdou Boulhassane M. 計画プログラム局（DPP）  計画プログラム局長 

 

都市計画・住宅・衛生設備省（Ministère de l’Urbanisme, du Logement et de l’Assainissement） 

M. Aoula Mamoudou 都市計画局 局長 

M. Amadou BOUBACAR 建設局 入札管理担当者 

 

ルクセンブルク開発協力庁（Agence luxembourgeoise pour la Coopération au Développement） 

M. Pierrick LE GUENNEC  主任技術アドバイザー 

M. Philippe Pire  技術アドバイザー 

M. Thierry PY  主任技術アドバイザー 

 

ドイツ復興金融金庫（KfW） 

M. Hayo Toro  ニアメ事務所責任者 

Mme Sidékou Ouma  アシスタント 

 

フランス開発庁（Agence Française de Développement (Afd)） 

M. Habibou Boubacar  プロジェクト担当官 

 

JICA ニジェール支所 

山浦 信幸 所長 

林 素子 企画調査員（教育） 

M. Abdoulaye Hama 企画調査員アシスタント（教育） 

 

ニジェール国中等理数科教育強化プロジェクト第二フェーズ 

井手 徹 現職教員研修管理専門家 

光長 功人 理数科教育専門家 

 

みんなの学校：住民参加による教育開発プロジェクト 

影山 晃子 CGDES (COGES) 能力強化専門家 

 

 



（２）現地調査Ⅱ（概要説明調査） 

 

国民教育・識字・国語推進省（Ministère de l’Education Nationale, de l’Alphabétisation et de la 

Promotion des Langues Nationales : MEN/A/PLN） 

M. Kalilou Tahirou ― 事務次官補 

M. Daouda Abdourahamane 調査計画局（DEP） 局長 

M. Mamane Boube DEP 局長代理 

M. Souley Mallam Abdoulaye DEP 局長代理 

M. Oumarou Saïdou Noaga DEP プロジェクト課長 

M. Moumouni Moussa 就学総局（DGS） 総局長 

M. Dan Karami Ousseini 学 校 イ ン フ ラ 設 備 局

（DIES） 

局長 

 

ニアメ市国民教育・識字・国語推進局 

（Direction Régionale de l’Education Nationale, de l’Alphabétisation et de la Promotion des 

Langues Nationale de la Ville de Niamey : DREN/A/PLN/Niamey） 

M. Mahamadou Tchamago Ali ― 局長 

M. Ousmane Mamoudou  ― 次長 

M. Amadou Hassane 課長 インフラ設備課（SIES） 

M. Oumarou Boubacar  ― インフラ設備課（SIES） 

M. Mamoudou Hamidou  課長 総務資源課／前期中等教育 

M. Issa Bassirou エンジニア 建物公共事業エンジニア 

M. Falke Abdourahamane  ニアメ 1 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Mahaman Robion 

Moustapha 

ニアメ 3 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Abdoussalani Aboubacar ニアメ 4 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Seini Modi Moussa ニアメ 5 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Ousmane Garba ― 仏語アラブ語教育・前期中等教

育視学官 

 

財務省（Ministère des Finances : MF） 

M. Djibrill Hanounou  事務次官 

M. Moha Moussa  調査計画局 

 

都市計画・住宅・衛生設備省（Ministère de l’Urbanisme, du Logement et de l’Assainissement） 

M. Amadou Boubacar  建設局 入札管理担当者 

 



国立公共工事建物試験所（LNTPB） 

M. Ousmane Sanda Garba  所長 

M. Mamadou Djibo 技術局長 

 

[設計事務所] Agence d'Etudes, de Conseils et d'Assistance (AGECAS) 

M. Hassane Chetima Boubacar  プロジェクトチーフ/建築士 

M. Abass Zalkilphily アトリエ担当/建物公共事業技師 

 

[建設会社] Entreprise EMK (Mamadou Kadri) 

M. Moudi Tankar  技術アドバイザー 

M. Garauké Yacouba  技術局長 

M. Sani Issa  会計担当 

M. Leko Korgom A.  土木技師 

 

[会計事務所] FIDUCIAIRE CONSEIL ET AUDIT (FCA) 

M. Nouhou TARI  会計士 有資格者 

 

JICA ニジェール支所 

山浦 信幸 所長（前任） 

松本 仁 所長（後任） 

林 素子 教育プロジェクト・プログラム企画調整員 

M. Abdoulaye Hama 教育プロジェクト・プログラム企画調整員補 

 

 



（３）現地調査Ⅲ（入札図書作成参考資料説明調査） 

 

国民教育・識字・国語推進省（Ministère de l’Education Nationale, de l’Alphabétisation et de la 

Promotion des Langues Nationales : MEN/A/PLN） 

M. Barmou Salifou ― 事務次官 

M. Abdou Lawan Marouma 調査計画局（DEP） 局長 

M. Oumarou Saïdou Noaga DEP プロジェクト課長 

M. Abdou Boubacar 学校インフラ設備局(DIES) 局長 

 

ニアメ市国民教育・識字・国語推進局 

（Direction Régionale de l’Education Nationale, de l’Alphabétisation et de la Promotion des 

Langues Nationale de la Ville de Niamey : DREN/A/PLN/Niamey） 

M. Mahamadou Tchamago Ali ― 局長 

M. Ousmane Mamoudou  ― 次長 

M. Amadou Hassane 課長 インフラ設備課（SIES） 

M. Issa Bassirou エンジニア 建物公共事業エンジニア 

M. Falke Abdourahamane  ニアメ 1 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Kimba Amadou ニアメ 2 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Adamou Yaya ニアメ 4 区教育局 担当官 

M. Seini Modi Moussa ニアメ 5 区教育局 局長、前期中等教育視学官 

M. Ousmane Garba ― 仏語アラブ語教育・前期中等教

育視学官 

 

財務省（Ministère des Finances : MF） 

M. Namamou Ajirou 局長 調査計画局 

 

国立公共工事建物試験所（LNTPB） 

M. Mamadou Djibo 技術局長 

 

JICA ニジェール支所 

松本 仁 所長 

保久 丈太郎 村落水利開発プロジェクト・プログラム企画調整員 

M. Abdoulaye Hama 教育プロジェクト・プログラム企画調整員補 

 

 

 



毛利０１
テキストボックス
 ４．（１）現地調査Ⅰ時討議議事録







































（仮訳） 

 

ニジェール共和国 

中学校教室建設計画 

協力準備調査 

協議議事録 

 

 

 ニジェール共和国（以下ニ国と称する）政府より提出された要請に基づき、日本政府は「中学

校教室建設計画」（以下「プロジェクト」と称する）に関する協力準備調査を行うことを決定し、

本調査の実施を独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」と称する）に委託した。 

 

 JICAは、ニ国へ人間開発部基礎教育グループ基礎教育第二課長丹原一広を団長とする準備調査

団（以下「調査団」と称する）を派遣し、2012年 5月 13日より 2012年 6月 11日まで同国に滞

在する予定である。 

 

 協議及び現地調査の結果、両者は付属書に記載された主要な項目を確認した。 

 

ニジェール共和国ニアメ 2012年 5月 18日 

 

 

 

 

   

丹原 一広 

団長 

準備調査団 

独立行政法人国際協力機構 

日本 

 

 

 

 

 

Barmou Salifou 

事務次官 

国民教育・識字・国語推進省 

                        Witness 

                            

 

 

事務次官 

財務省 

 

 



付属書 

 

１．プロジェクトの目的 

 本プロジェクトの目的は、教育施設の増設・建替え・新設、及び教育家具の調達を通して、ニ

アメ首都特別区における前期中等教育の就学環境を改善することである。 

 

２．相手国責任・実施機関 

2-1．本プロジェクトの責任機関は、ニ国国民教育・識字・国語推進省次官室である。 

2-2．本プロジェクトの実施機関は、技術的な事項については、ニ国国民教育・識字・国語推進省

インフラ・整備局、その他実施にかかる事項については、ニ国国民教育・識字・国語推進省調査・

計画局である。 

 

３．プロジェクト対象サイト 

3-1．本プロジェクトの対象サイトは、ニアメ首都特別区とする。 

3-2．対象校は、別紙 1に示される対象候補サイトの中から、今次調査後の国内解析の結果をもと

に、対象校の選定を日本側に委ねることをニ国側は合意した。 

 

４．プロジェクトコンポーネント 

4-1．協議の結果、ニ国から要請されたプロジェクトコンポーネントは教室、机、椅子、黒板、教

師用机、ロッカーである。 

4-2．教室の建設と教育家具（机、椅子、黒板、教師用机・椅子、ロッカー）の供与を最優先とす

ることで両者合意した。トイレ及び校長室は、対象校でのサイト調査の結果を踏まえ、その

必要性を検討することとし、ニ国側から要請のあったソフトコンポーネントは、ニ国で実施

予定の技術協力プロジェクトとの兼ね合いを踏まえ、協力対象外とする。 

 

５．日本の無償資金協力制度 

5-1. ニ国側は、別紙 3、別紙 4、別紙 5、別紙 6 に記載されている日本のコミュニティ開発支援

無償資金協力制度について十分に理解した。 

5-2. ニ国側は、無償資金協力が実施される場合、プロジェクトの円滑な実施のために別紙 7に記

載されているとおりの必要な措置を行う。 

 

６．プロジェクト実施のフレームワーク 

調査団は、プロジェクト実施のフレームワークについて以下の通り説明した。 

6-1．無償資金協力が閣議によって承認の後、交換公文（E/N）が日本国政府とセ国側政府の間で

署名され、引き続き JICAとニ国側政府との間で贈与契約（G/A）が締結される。G/Aは支払

条件、被援助国の責務、調達条件といった、当該プロジェクトの実施に必要とされる条項を

定めるものである。 

6-2．交換公文（E/N）及び贈与契約（G/A）が締結された後、ニ国側政府は日本の調達代理機関と



調達代理契約と締結を行う。 

 

７．協議会 

7-1．プロジェクトの円滑な実施のために、ニ国側関係機関と JICA の代表者で構成される協議会

を設置することで両者合意した。協議会のメンバーは以下の通りである。 

（１）国民教育・識字・国語推進省の代表 

（２）財務省の代表 

（３）計画・国土整備・コミュニティ開発省の代表 

（４）都市計画・住居・衛生省の代表 

（５）JICAニジェール支所の代表 

7-2．協議会は、進捗確認、技術的確認事項、調達に関する事項などプロジェクトに関連し提起さ 

れるあらゆる事項を協議するために定期的に開催する。 

 

８．調査のスケジュール（予定） 

8-1. 本調査団は、引き続き 2012年 6月 11日まで調査を継続し、コンポーネントの技術仕様の確

認、土地証書の提出結果の確認、必要な情報収集を行った結果をテクニカルノートにまとめ

る。 

8-2. ニ国での現地調査結果を踏まえ、調査団は 2012年 10月頃まで日本で第一次国内解析を行う。

JICAは、同年 11月頃にニ国へ準備調査報告書（案）説明調査団を派遣する。 

8-3. 日本での第二次国内解析後、調査団は 2013年 2月頃に入札関連書類の説明のためニ国を訪

問する。 

8-4. 調査団は、上記スケジュールが変更となる可能性があることを説明し、ニ国側はこれを了解

した。また、本準備調査の実施が、日本政府による無償資金協力の実施をコミットするもの

ではないことをニ国側は理解した。 

 

９．その他協議事項 

9-1．ニ国側はプロジェクトで建設された学校施設を適切に運営、維持管理することを約束した。 

9-2．ニ国側はプロジェクトで建設された学校施設に、適切な数の教員を配置することを約束した。 

9-3．ニ国側は本調査及びプロジェクト実施に係る邦人関係者に対する十分な安全対策を措置する 

ことを約束した。 

9-4．ニ国側はプロジェクト実施に必要な輸入資材に対し、免税手続きを行うことを約束した。 

9-5. ニ国側はプロジェクトに係る契約に基づき提供される役務、生産物に対し、ニ国において課 

せられる関税・国内税及びその他の財政的な義務を免除することを約束した。 

9-6. ニ国側は本調査に必要なデータ、情報、書類を提供することを約束した。 

9-7. ニ国側は学校の土地帰属を証明する書類（土地台帳、譲渡議決書、自治体が発行する証明書

等）を 6月 8日までに調査団、あるいは JICAニジェール支所に提出することを約束した。 

 

 



別紙 1：要請校リスト 

別紙 2：対象候補サイト選定基準 

別紙 3：コミュニティ開発支援無償資金協力制度概要(Grant Aid for Community Empowerment of 

the Government of Japan (Provisional)) 

別紙 4：コミュニティ開発支援無償資金協力における実施の流れ(Implementation Flow of 

Japan’s Grant Aid for Community Empowerment after E/N and G/A) 

別紙 5：コミュニティ開発支援無償資金協力における手続きの流れ(Flow Chart of Japan’s Grant 

Aid Procedures for Community Empowerment) 

別紙 6：コミュニティ開発支援無償資金協力における資金の流れ(Flow of Funds for 

Implementation under the Japan’s Grant Aid for Community Empowerment) 

別紙 7：被援助国の求められる主な措置(Major Undertakings to be Taken by Each Government) 

 

 



別紙１：要請校リスト 

 

 

視学官事務所 学校名 

ニアメ I CEG Fce A. Niger 

CEG 35 

CEG Soudoure 

CEG Seyni A 

新設 ROUTE TILLABERY 

ニアメ II CEG 11 

CEG Banifandou 

CEG Koira Tegui 

CEG Dar Es Salam 

新設NORD FAISCEAU 

ニアメ III CEG 8 

CEG I 

CEG II 

CEG IV 

ニアメ IV CEG 21 

CEG Gamkalle 

CEG X 

CEG VII 

CEG Aeroport 

CEG Route Fillingue 

ニアメ V CEG Gaweye 

CEG Lamorde 

新設 SAGIA 

新設 NORDIRE 

ニアメ フランコ・アラブ CEG Lazaret 

CEG Aeroport 

CEG Rive Droite 

CEG Banifandou 

 



別紙２：対象候補サイト選定基準 

 

(1) 中高一貫校は除く 

(2) 教室建設のニーズがある学校（過密状態、老朽化等により危険な状態、就学年齢人口の増加

等により将来にわたってニーズがある、等） 

(3) ドナー、NGO等による建設計画がない学校 

(4) 教室建設のために十分な敷地がある学校 

(5) 敷地の所有権または使用権を証明する書類のある学校 

(6) 建設に支障のない学校（敷地内に不法占拠の家屋等がない） 

(7) 年間を通じて建設地への工事資機材搬入に支障がない学校 

(8) 洪水や崖崩れ等の自然災害の虞のない学校 

(9) 地勢等に問題のない学校 

(10) 治安面で問題のない学校 

(11) 教室建設に伴う必要教職員が確保され得る学校 

(12) 運営費等の確保、及び地域住民を含め関係者の施設維持管理に対する協力が得られる学校 
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ANNEX 3 

Grant Aid for Community Empowerment 

of the Government of Japan 

(Provisional) 
 

The Government of Japan (hereinafter referred to as “the GOJ”) is implementing the 
organizational reforms to improve the quality of ODA operations, and as a part of this 
realignment, the new JICA law was entered into effect on October 1, 2008. Based on the 
law and the decision of the Government of Japan (hereinafter referred to as “the GOJ”), 
JICA has become the executing agency of Grant Aid for Community Empowerment 
(hereinafter referred to as “GACE”). 

The Grant Aid provides the government of a recipient country (hereinafter referred 

to as “the Recipient”) with non-reimbursable funds to procure the facilities, equipment 
and services (engineering services and transportation of the products, etc.) for economic 
and social development of the country under principles in accordance with the relevant 
laws and regulations of Japan. The Grant Aid is not supplied through the donation of 
materials as such. 

1. Procedures for GACE 
GACE is executed through the following procedures. 

Application Request made by a recipient country 
Survey Preparatory Survey conducted by JICA 
Appraisal & Approval Appraisal by the Government of Japan and JICA, and Approval 

by the Japanese Cabinet 
Determination of 
Implementation 

The Notes (hereinafter referred to as “E/N”) exchanged 
between the Governments of Japan and the recipient country 

Grant Agreement 
(hereinafter referred 
to as “the G/A”) 

Agreement concluded between JICA and a recipient country 

Implementation  Implementation of the Project on the basis of the G/A 
 

Firstly, the application or request for a GACE Project submitted by the Recipient is 
examined by the Government of Japan (the Ministry of Foreign Affairs) to determine 
whether or not it is eligible for GACE. 

Secondly, if the request is deemed appropriate, the Government of Japan entrusts 
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JICA (Japan International Cooperation Agency) to conduct the Preparatory Survey, 
using a Japanese consulting firm. 

Thirdly, the Government of Japan and JICA appraise the Project to see whether or 
not it is suitable for Japan's GACE, based on the Preparatory Survey report prepared by 
JICA, and the results are then submitted to the Japanese Cabinet for approval. 

Fourthly, the Project, once approved by the Cabinet, becomes official with the 
Exchange of Notes (E/N) signed by the Governments of Japan and the Recipient.  

Simultaneously, the Grant will be made available by concluding a Grant Agreement 
(hereinafter referred to as "G/A") between the Government of the Recipient Country or 
its designated authority and the Japan International Cooperation Agency (JICA). JICA is 
designated by the Government of Japan as an organization responsible for the proper 
execution of the Grant. 

Procurement Agent (“the Agent”) is designated to conduct the procurement services 
of products and services (including fund management, preparing tenders, contracts and 
so on) for GACE on behalf of the Recipient. The Agent is an impartial and specialized 
organization and shall render services according to the Agent Agreement with the 
Recipient. The Agent is recommended to the Recipient by the Government of Japan and 
agreed between the two Governments in the Agreed Minutes (“A/M”). 
 
2. Preparatory Survey 
1) Contents of the Survey 

The aim of the Preparatory Survey ("the Survey"), conducted by JICA on a requested 
Project ("the Project "), is to provide a basic document necessary for the appraisal of 
the Project by the Government of Japan and JICA. The contents of the Survey are as 
follows: 
(1) Confirmation of the background, objectives, and benefits of the Project  and 

also institutional capacity of agencies and communities concerned of the 
recipient country necessary for the Project 's implementation; 

(2) Evaluation of the appropriateness of the Project to be implemented under the 
Grant Aid Scheme for Community Empowerment from a technical, social and 
economic point of view; 

(3) Confirmation of items agreed upon by both parties concerning the basic 
concept of the Project; 

(4) Preparation of an outline design of the Project ; 
(5) Estimation of cost for the Project ; and 
(6) Preparation of reference documents for tender. 
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The contents of the original request by the Government of the recipient country are 
not necessarily approved in their initial form as the contents of the Grant Aid project. 
The Outline Design of the Project is confirmed considering the guidelines of Japan's 
Grant Aid scheme. 

JICA requests the Government of the recipient country to take whatever measures 
are necessary to ensure its self-reliance in the implementation of the Project. Such 
measures must be guaranteed even though they may fall outside of the jurisdiction of 
the organization in the recipient country actually implementing the Project.  
Therefore, the implementation of the Project is confirmed by all relevant 
organizations of the recipient country through the Minutes of Discussions. 
 

2) Selection of Consultants 
For smooth implementation of the Survey, JICA uses registered consulting firms. 
JICA selects firms based on the proposals submitted by interested firms. The firms 
selected carry out a Preparatory Survey and write a report, based upon terms of 
reference set by JICA. The consulting firms used for the Survey shall be nominated as 
a responsible Japanese consultant (hereinafter referred to as “the Japanese 
Consultant”) for proceeding construction supervision for the Project under the Agent 
in order to maintain technical consistency. The Japanese Consultant shall organize an 
appropriate construction supervision team utilizing local consultants.  
 

3) Result of the Survey 
The Report on the Survey is reviewed by JICA. The appropriateness and feasibility of 
the Project is confirmed, JICA recommends the GOJ to appraise the implementation 
of the Project.  

 
3. Implementation of GACE after the E/N and G/A 
1) Exchange of Notes (E/N) and Grant Agreement (G/A) 

After the project approved by the Cabinet of Japan, the E/N will be signed between 
the GOJ and the Government of the recipient country to make a pledge for assistance, 
which is followed by the conclusion of the G/A between JICA and the Government 
of the recipient country to define the necessary articles to implement the Project, 
such as payment conditions, responsibilities of the Government of the recipient 
country, and procurement conditions. 
 

2) Procedural details 
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Procedural details on the procurement of products and services under GACE will be 
agreed upon between the Recipient and JICA at the time of the signing of the G/A. 
Essential points to be agreed upon are outlined as follows: 
a) JICA executes the Grant by making payments of the amount agreed upon in the 

E/N and pays serious attention to ensure the accountability on proper and 
effective use of the Grant for the Project. 

b) The products and services shall be procured and provided in accordance with 
“Procurement Guidelines of Japan’s Grant Aid (Type I – C)”. 

c) The Government of the recipient country shall conclude an employment contract 
with the Agent. 

d) The Government of the recipient country shall designate the Agent as the 
representative acting in the name of the Government of the recipient country 
concerning all transfers of funds to the Agent. 

 
3) Focal Points of JICA’s “Procurement Guidelines of Japan’s Grant Aid (Type I – C)”  

a) The Agent  
The Agent is the organization which provides procurement services of products and 
services on behalf of the Recipient according to the Agent Agreement with the 
Recipient. The Agent is recommended to the Recipient by the Government of Japan 
and agreed between the two Governments in the A/M. 
 
b) Agent Agreement  
The Recipient shall conclude an Agent Agreement, within two (2) months after the 
date of entry into force of the G/A, in accordance with the A/M. The scope of the 
Agent’s services shall be clearly specified in the Agent Agreement.  

 
c) Approval of the Agent Agreement  
The Agent Agreement, which is prepared as two identical documents, shall be 
submitted to JICA by the Recipient through the Agent. JICA confirms whether or 
not the Agent Agreement is concluded in conformity with the E/N, the G/A, and the 
JICA’s Procurement Guidelines of Japan’s Grant Aid for Community Empowerment, 
and approves the Agreement. The Agent Agreement concluded between the 
Recipient and the Agent shall become effective after the approval by JICA in a 
written form. 
 
d) Payment Methods  
The Agent Agreement shall stipulate that "regarding all transfers of the fund to the 
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Agent, the Recipient shall designate the Agent to act on behalf of the Recipient and 
issue a Blanket Disbursement Authorization ("the BDA") to conduct the transfer of 
the fund (Advances) to the Procurement Account from the Recipient Account."  
The Agent Agreement shall clearly state that the payment to the Agent shall be made 
in Japanese yen from the Advances and that the final payment to the Agent shall be 
made when the total Remaining Amount becomes less than 3 % of the Grant and its 
accrued interest excluding the Agent’s fees. 
 
e) Products and Services Eligible for Procurement  
Products and services to be procured shall be selected from those defined in the 
G/A. 
 
f) Consultant Firms  
In principle, the consultants (physical persons or juridical persons including 
universities, NGOs, and others with expertise and experience) that will be employed 
to do detail design and supervise the work for the Project / the Programme may be 
Japanese nationals recommended by JICA, for the purpose of maintaining technical 
consistency with the preliminary examination and other related studies, conducted 
prior to the signing of the G/A.  
 
g) Contractor & Supplier Firms 
In principle, Firms for construction works of only the recipient country’s nationality 
could be contracted as construction contractors as long as the firm satisfies the 
conditions specified in the tender documents. Besides, Firms of any nationality 
could be contracted as suppliers as long as the firm satisfies the conditions specified 
in the tender documents.  
 
h) Method of Procurement 
In implementing procurement, sufficient attention shall be paid so that there is no 
unfairness among tenderers who are eligible for the procurement of products and 
services. For this purpose, competitive tendering shall be employed in principle. 

 
i) Tender Documents 
The tender documents should contain all information necessary to enable tenderers 
to prepare valid offers for the products and services to be procured by GACE. The 
rights and obligations of the Recipient, the Agent and the Suppliers of the products 
and services should be stipulated in the tender documents to be prepared by the 
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Agent. Besides this, the tender documents shall be prepared in consultation with the 
Recipient. 

 
j) Pre-qualification Examination of Tenderers  
The Agent may conduct a pre-qualification examination of tenderers in advance of 
the tender so that the invitation to the tender can be extended only to eligible firms. 
The pre-qualification examination should be performed only with respect to whether 
or not the prospective tenderers have the capability of accomplishing the contracts 
concerned without fail.  In this case, the following points should be taken into 
consideration: 

(1) Experience and past performance in contracts of a similar kind; 
(2) Property foundation or financial credibility; and  
(3) Existence of offices, etc. to be specified in the tender documents. 

 
k) Tender Evaluation  
The tender evaluation should be implemented on the basis of the conditions 
specified in the tender documents. Those tenders, which substantially conform to the 
technical specifications, and are responsive to other stipulations of the tender 
documents, shall be judged in principle on the basis of the submitted price, and the 
tenderer who offers the lowest price shall be designated as the successful tenderer. 
 
The Agent shall prepare a detailed tender evaluation report clarifying the reasons for 
the successful tender and the disqualification and submit it to the Recipient to obtain 
confirmation before concluding the contract with the successful tenderer. The Agent 
shall, before a final decision on the awards is made, furnish JICA with a detailed 
evaluation report of tenders, giving the reasons for the acceptance or rejection of 
tenders. 
 
l) Additional Procurement  
If there is an additional procurement fund after competitive and / or selective 
tendering and / or direct negotiation for a contract, and the Recipient would like an 
additional procurement, the Agent is allowed to conduct an additional procurement, 
following the points mentioned below: 
 
(1) Procurement of the same products and services 

When the products and services to be additionally procured are identical with the 
initial tender and a competitive tendering is judged to be disadvantageous, the 
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additional procurement can be implemented by a direct contract with the 
successful tenderer of the initial tender.  
 

(2) Other procurements 
When products and services other than those mentioned above in (1) are to be 
procured, the procurement should be implemented through a competitive 
tendering. In this case, the products and services for additional procurement shall 
be selected from among those in accordance with the E/N and the G/A. 

 
m) Conclusion of the Contracts 

In order to procure products and services in accordance with the G/A, the Agent 
shall conclude contracts with firms selected by tendering or other methods.  

 
n) Terms of Payment  

The contract shall clearly state the terms of payment. The Agent shall make 
payment from the "Advances", against the submission of the necessary documents 
from the Firm on the basis of the conditions specified in the contract, after the 
obligations of the Firm have been fulfilled. When the services are the object of 
procurement, the Agent may pay certain portion of the contract amount in advance 
to the firms on the conditions that such firms submit the advance payment 
guarantee worth the amount of the advance payment to the Agent.  

 
4) Major Undertakings to be taken by the Government of the recipient country 
 

(a) In the implementation of the Grant Aid Project, the recipient country is required to 
undertake such necessary measures as the following: 

 
(1) to secure lots of land necessary for the implementation of the Project and to 
clear the sites ; 
 
(2) to provide facilities for distribution of electricity, water supply and drainage and 
other incidental facilities necessary for the implementation of the Project outside 
the sites referred to in (a) above; 
  
(3) to ensure prompt customs clearance and to assist internal transportation in the 
recipient country and to assist internal transportation therein of the products; 
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(4) to ensure that customs duties, internal taxes and other fiscal levies which may 
be imposed in the recipient country with respect to the purchase of the Components 
as well as the employment of the Agent be exempted/be borne by its designated 
authority without using the Grant and its accrued interest; 
 
(5) to accord Japanese nationals and / or nationals of third countries, including such 
nationals employed by the Agent, whose services may be required in connection 
with the supply of the Components such facilities as may be necessary for their 
entry into the recipient country and stay therein for the performance of their work 
(The term "nationals" whenever used in the G/A means Japanese physical persons 
or Japanese juridical persons controlled by Japanese physical persons in the case of 
Japanese nationals, and physical or juridical persons of third countries in the case 
of nationals of third countries.); 
 
(6) to ensure that the Facilities and the Components be maintained and used 
properly and effectively for the implementation of the Project; 
 
(7) to bear all the expenses, other than those covered by the Grant and its accrued 
interest, necessary for the implementation of the Project; and 
 
(8) to give due environmental and social consideration in the implementation of the 
Project. 

 
(b) Upon the request of JICA, the Recipient shall provide JICA with necessary 
information on the Project. 
 
(c) With regard to the shipping and marine insurance of the products procured by the 
Project, the Recipient shall refrain from imposing any restrictions that may hinder fair 
and free competition among the shipping and marine insurance companies.  
 
(d) The products procured by the Project shall not be exported or re-exported from the 
recipient country. 
 
(e) The Recipient shall ensure that any official of its government does not undertake 
any part of the Japanese nationals’ work and / or the work of nationals of third 
countries on purchase of the Components.  



ANNEX 4   Implementation Flow of Japan's Grant Aid for Community Empowerment after E/N and G/A

G/A 

E/N 
Gov't of Japan 

Gov't of Recipient 
Country  

JICA 

JICS 

 
Consultant 

Local Consultant 

Contractor Supplier  

Agent Agreement 

Constultancy 
 Service Contract 

Supervision 

Schools 

Lawyer 
Advisor 

(if necessary) 

Contract 



ANNEX 5 Flow Chart of Japan’s Grant Aid Procedures for Community Empowerment 
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 ANNEX 6 Flow of Funds for Implementation under the Japan's Grant Aid for Community Empowerment

Government of  

Recipient Country 

Government of Japan 

Japan International 

Cooperation System (JICS) 

(Agent of the Recipient for 

Procurement Management Services) 

Government of Recipient 

Country 

(Project Site) 

Consultant for D/D & S/V 

 

Bank in Japan 

Bank Account 

(Name of the 

Government of 

Recipient Country) 

Bank Account for 

Procurement 

(Name of Japan 

International Cooperation 

System) 

1 

4  

10  

8 

11 

12 

1 

13 
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6 

7 
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11 

12 

13 

Signing of Exchange of Notes (E/N) 

Signing of Grant Agreement (G/A) 

Signing of Agreement for Agent (A/A) 

Disbursement of Funds  

Conclusion of Contract 

Decision of Components  of Products and Service 

Transfer of Funds 

Construction and/or Procurement of Equipment 

Application for Payment 

Payment 

9 Payment of the Remuneration for Agent 

9 

Contractor 

Supplier 

2 

3 Banking Arrangement (B/A) 

4 

Blanket Disbursement Authorization (BDA) 
5 6 7 

3 

JICA 



ANNEX 7  Major Undertakings to be Taken by Each Government

No. Items

To be
covered by
Grant Aid

To be
covered by
Recipient

Side

1 To secure land ●

2 To clear level and reclaim the site when needed ●

3 To construct gates and fences in and around the site ●

4 To Construct the Parking lot ●

5 To construct roads

1)  Within the site ●

2) Outside the site ●

6 To construct the building ●

7 To provide facilities for the distribution of electricity, water supply, drainage and other incidental facilities

1) Electricity

a. The distributing line to the site ●

b. The drop wiring and internal wiring within the site ●

c. The main circuit breaker and transformer ●

2) Water Supply

a. The city water distribution main to the site ●

b. The supply system within the site (receiving and elevated tanks) ●

3) Drainage

a. The city drainage main (for storm sewer and others to the site) ●

b. The drainage system (for toilet sewer, ordinary waste, storm drainage and others) within the site ●

4) Gas Supply

a. The city gas main to the site ●

b. The gas supply system within the site ●

5) Telephone System

a. The telephone trunk line to the main distribution frame/panel (MDF) of the building ●

b. The MDF and the extension after the frame/panel ●

6) Furniture and Equipment

a. General furniture ●

b. Project equipment ●

8 To bear the commissions to the Japanese bank for  banking services based upon B/A ●

9 ●

10

11

12 ●

13 ●

14 To give due environmental and social consideration in the implementation of the Project ●

(B/A: Banking Arrangement, G/A: Grant Agreement)

To ensure that the Facilities and the Components be maintained and used properly and effectively for the
implementation of the Project
To bear all the expenses, other than those covered by the Grant and its accrued interest, necessary for the
implementation of the Project

●

●

To ensure prompt customs clearance and to assist internal transportation in the recipient country and to
assist internal transportation therein of the products
To ensure that customs duties, internal taxes and other fiscal levies which may be imposed in the recipient
country with respect to the purchase of the Components as well as the employment of the Agent be
exempted/be borne by its designated authority without using the Grant and its accrued interest.

To accord Japanese nationals and / or nationals of third countries, including such nationals employed by
the Agent, whose services may be required in connection with the supply of the Components such facilities
as may be necessary for their entry into the recipient country and stay therein for the performance of their
work (The term "nationals" whenever used in the G/A means Japanese physical persons or Japanese
juridical persons controlled by Japanese physical persons in the case of Japanese nationals, and physical or
juridical persons of third countries in the case of nationals of third countries.)
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ニジェール国中学校教室建設計画 

準備調査 

テクニカルノート 

 

 JICAが派遣したニジェール国中学校教室建設計画（以下「プロジェクト」と

称する）の準備調査団は、2012年 5月 18日のミニッツ署名後、2012年 6月 11

日までコンサルタント団員（以下「チーム」と称す）が調査を実施した。 

「チーム」は、ニジェール国関係者と協議し、調査対象地域において現地調

査を行った。 

 

協議及び現地調査の結果、双方は付属書に記述された主要な項目を確認した。 

 

ニアメ 2012年 6月 11日 

仏語にてオリジナル 2部を作成 
 

 

 

 

 

 

  

粂川 伸司 

業務主任 

準備調査団 

株式会社毛利建築設計事務所 

 

 

 

 

 

 バルム・サリフ 
次官 

国民教育・識字・国語推進省 

ニジェール共和国 



付属書 

 

１． 土地証書の提出期限 

ニジェール側は提出が未了となっているサイトの土地の使用権または所有権を

証明する書類を 2012 年 11 月初旬に予定される概要説明調査時に調査団に提出

することを約束した。 

提出が未了となっているサイトは添付資料 1の通り。 

また、土地の使用に関する問題が発生した場合は、ニジェール側において解決

することを約束した。 

 

２．対象校の優先順位 

（１）双方は、要請された 28校について優先度の項目と優先順位を確認した。

優先順位は添付資料 2の通り。 

（２）双方は、プロジェクトの予算規模に応じ、優先順位に従い計画対象とす

ることを確認した。 

 

３．ニジェール国要請内容 

（１）ニジェール側は、新設校、および管理棟、トイレを持たない既存校につ

いては管理棟とトイレをコンポーネントに含めるようチームに要請した。 

（２）双方は各コンポーネントの優先順位を以下とすることを確認した。 

  １）教室 

  ２）教育家具 

  ３）管理棟 

  ４）トイレ 

（３）ニジェール側は、管理棟にはニジェール国の標準(スタンダード)に従い、

校長室、サーベイヤント室、教員室、倉庫、トイレを含めることをチー

ムに要請した。 

（４）ニジェール側は同国の標準(スタンダード)に従い、天井扇、照明、コン

セント設備を含めることを検討するようチームに要請した。 

（５）双方は、日本の無償資金協力の対象となる協力内容はサイト調査及び国

内解析を通じて決定されることを確認した。 

（６）双方は E/N 後の積算、入札結果により計画コンポーネントの一部が実施

できない可能性もあるため、サイトならびにコンポーネントの優先順位

については、教室建設を最優先する方針であることを確認した。 

 

４．設計基準及び許認可 

（１）双方は、本プロジェクトによって建設される建築物について、室面積、

各部寸法、階段数、構造基準等については、ニジェール国の標準基準を

参照し、必要に応じて改善を加えることを確認した。 



（２）双方は、本計画によって建設される施設の建設及び使用の許認可を必要

としないことを確認した。 

 

５．建設サイト 

（１）ニジェール側は、建設予定地含む工事に必要な範囲ならびにサイトまで

のアクセス道路等について必要な準備工事を工事着工前に完了させるこ

とを約束した。調査団は必要な準備工事の内容、概算費用を 2012 年 11

月初旬に予定される概要説明時に知らせる。 

 

（２）ニジェール側は以下のサイトの既存の状態は計画上の妨げとなる事を確

認し、計画対象となった場合は工事開始前に完了させることを約束した。 

   -NⅤ-3 CREATION SAGIA敷地内の高木の伐栽、敷地の造成 

      -NⅤ-4 CREATION NORDIRE 敷地内のゴミの撤去、埋戻し 

 

（３）双方は、敷地の一部を村民住居として使用していることが判明した以下

のサイトは、JICA の環境社会配慮ガイドラインのもとでは村民の強制撤

去は出来ない旨、また、村民住居が施設計画の上で影響を及ぼす場合に

は施設建設が出来ないことを確認した。 

   -NⅣ-5 CEG Aeroport 

 

（４）ニジェール側はサイト調査によって学校が 2012 年 10 月から 2 校に分割

されることが確認された以下のサイトついて、学校分割後も移転を行わ

ず、同一敷地内に存在するため、両校を含めた計画規模を検討するよう

チームに要請した。 

   -NⅡ-1 CEG 11 

 

（５）ニジェール側は工事中に代替教室の手配が必要となるサイトについては、

ニジェール側で準備することを約束した。調査団は代替教室の手配が必

要となるサイトを、2012年 11月初旬に予定される概要説明時に知らせる。 

 

６．運営・維持管理計画 

（１）双方は、本プロジェクトによって新設される学校、増設される教室に必

要な教職員の配置、学校予算及び教材の支給を遅滞なく行うことを確認し

た。 

以上 

 

添付資料１：土地証書提出状況表 

添付資料２：サイト優先順位表 
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サイト調査時 7/06/2012 08/06/2012 備考

CEG Fce A. Niger no yes ○

CEG 35 yes ○

CEG Soudoure yes ○

CEG Seyni A yes ○

CREATION ROUTE TILLABERY no

CEG 11 no yes ○

CEG Banifandou no yes ○

CEG Koira Tegui no yes ○

CEG Dar Es Salam no yes ○

CREATION NORD FAISCEAU no yes ○

CEG 8 no

CEG Ⅰ no

CEG Ⅱ no

CEG Ⅳ no

CEG21 no

CEG Gamkalle no

CEG Ⅹ no

CEG Ⅶ no

CEG Aeroport no

CEG Route Fillingue no

CEG Gaweye no yes ○

CEG Lamorde no yes ○

CREATION SAGIA no yes ○

CREATION NORDIRE no yes ○

CEG Lazaret no yes ○

CEG Aeroport no

CEG Rive Droite no yes ○

CEG Banifandou no yes
証書を提出した学校の添付書類

○： 有効な証書がある

フランコ・アラブ

証書保有状況

視学官事務所 学校名

土地証書提出状況表

ニアメ1

ニアメ2

ニアメ3

ニアメ4

ニアメ5



添付資料　2

2009/2010 2010/2011 2011/2012

生徒数 生徒数 生徒数
次年度
入学者
数予測

1年 1年 1年 C 計 A B

計 計 計 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 計
継続使用

可能
仮設・
その他

Niamey 1 Ⅰ-1 CEG France Amitié Niger 1993 285 130 155 106 103 83 82 38 84 781 356 15 5 10 0 15 6 9 60.0% 130 4 3

Niamey 1 Ⅰ-2 CEG 35 Cité Chinoise 2009 90 181 251 116 135 79 97 48 67 35 60 637 400 11 0 14 1 15 0 11 ○ 100.0% 637 ○ 8 2

Niamey 1 Ⅰ-3 CEG Soudouré 2002 112 76 193 93 100 31 24 40 32 27 23 370 150 6 4 2 0 6 4 2 33.3% 93 2 5

Niamey 1 Ⅰ-4 CEG Seyni Alzouma 2004 213 102 111 44 58 28 39 34 40 456 200 10 3 4 3 10 5 5 50.0% 91 4 4

Niamey 1 Ⅰ-5 CEG Route Tillaberi 新設校 1,057 300 0 - - ○ - 1

Niamey 3 Ⅱ-1 CEG 11 1981 772 1337 981 524 457 373 360 314 316 328 348 3,020 700 49 23 26 0 49 23 26 53.1% 131 4 5

Niamey 2 Ⅱ-2 CEG 24 Mahamane OUSMANE 1999 365 413 227 186 121 151 72 98 74 77 1,006 400 18 8 10 0 18 8 10 55.6% 126 ○ 5 3

Niamey 2 Ⅱ-3 CEG Koira Tégui 2004 261 401 553 275 278 131 134 102 105 83 95 1,203 600 20 3 17 0 20 3 17 85.0% 401 ○ 5 2

Niamey 2 Ⅱ-4 CEG Dar Es Salam 2002 491 282 305 148 157 111 107 66 74 114 107 884 304 17 6 12 0 18 6 11 64.7% 147 4 4

Niamey 2 Ⅱ-5 CEG Francophonie 新設校 9,207 0 0 0 - - ○ - 1

Niamey 3 Ⅲ-1 CEG 8 AKSS 1980 669 534 505 249 256 168 174 125 150 107 132 1,361 500 23 19 4 0 23 19 4 17.4% 72 0 1

Niamey 3 Ⅲ-2 CEG 1 Garba Djibo 1959 134 268 235 151 84 67 82 56 76 55 56 627 250 15 14 0 1 15 14 0 0.0% 45 0 4

Niamey 3 Ⅲ-3 CEG 2 1965 355 504 340 173 167 114 109 115 128 126 85 1,017 450 18 18 0 0 18 17 0 0.0% 60 0 2

Niamey 3 Ⅲ-4 CEG 4 1972 71 465 437 210 227 129 151 151 123 100 145 1,236 400 22 22 0 0 22 22 0 0.0% 56 0 3

Niamey 4 Ⅳ-1 CEG 21 1992 384 430 528 264 264 198 200 126 132 100 109 1,393 544 24 16 0 0 16 16 0 0.0% 87 ○ 3 4

Niamey 4 Ⅳ-2 CEG GAMKALLE 2005 209 169 238 105 133 58 67 55 74 45 58 595 400 10 7 3 0 10 6 4 40.0% 99 ○ 3 3

Niamey 4 Ⅳ-3 CEG 10 1981 339 256 326 158 168 103 87 107 98 77 81 879 400 18 18 0 0 18 17 0 0.0% 52 0 5

Niamey 4 Ⅳ-4 CEG 7 1979 284 234 240 121 119 85 100 40 47 35 39 586 350 12 12 0 0 12 12 0 0.0% 49 0 6

Niamey 4 Ⅳ-5 CEG Aéroport 新設校 0 0 0 - - ○ - 1

Niamey 4 Ⅳ-6 CEG Route Filingué 2010 255 252 125 127 40 50 0 0 0 0 342 400 7 0 7 1 8 0 7 ○ 100.0% 342 ○ 9 2

Niamey 5 Ⅴ-1 CEG Gawèye 1992 529 589 557 292 265 191 232 92 150 108 92 1,422 525 30 12 18 0 30 8 18 69.2% 178 4 3

Niamey 5 Ⅴ-2 CEG Lamordé 1989 251 332 302 162 140 100 93 73 79 73 97 817 600 17 7 12 0 19 5 10 66.7% 163 4 4

Niamey 5 Ⅴ-3 CEG Sagia 新設校 6,157 0 0 0 - - ○ - 1

Niamey 5 Ⅴ-4 CEG Noedier 新設校 1,719 0 0 0 - - ○ - 1

Niamey 5 ＦＡ-1 CEG Lazaret 2004 433 611 604 321 283 211 159 87 65 53 24 1,203 550 26 8 22 0 30 12 14 53.8% 100 4 3

Niamey 4 ＦＡ-2 CEG FA Aéroport 2011 132 77 55 0 0 0 0 0 0 132 140 3 0 3 0 3 0 3 ○ 100.0% 132 ○ 9 2

Niamey 5 ＦＡ-3 CEG FA rive Droite 2001 135 319 455 229 226 94 93 40 45 27 16 770 250 15 7 2 0 9 3 2 40.0% 257 ○ 3 4

Niamey 3 ＦＡ-4 CEG FA Banifandou 2010 128 181 103 78 37 42 0 0 0 0 260 200 6 0 6 0 6 0 6 ○ 100.0% 260 ○ ○ 10 1

合計 39,137 392 212 206 159 4 6 3 5

サイト優先順位表

視学官 コミューン
学校
ＩＤ 学校名 創立年

2011/2012

生徒数
学級
数

既存教室の種別 教室 継続使用教
室のない学

校
（新設校は除

く）

仮設教室数
の割合

(B/(A+B)）

１教室あたり
の生徒数
（生徒数
C/A）

入学生徒数
の増加がみ
られる学校

総合
得点

順位
不完全校 新設校1年 2年 3年 4年

計

Niamey
I

コンク
リート

造

ニジェール
側優先校

藁葺
小屋

その
他

合計

既存施設 優先順位項目

Niamey
II

Niamey
III

Niamey
IV

Niamey
V

FA
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ニジェール共和国 

中学校教室建設計画 

協力準備調査 

協議議事録 

 

 

 ニジェール国政府より提出された要請に基づき、日本政府は「中学校教室建設計画」（以下「プ

ロジェクト」と称する）に関する協力準備調査を行うことを決定し、同調査の実施を独立行政法

人国際協力機構（以下「JICA」と称する）に委託した。 

 

JICAは 2012年 5～6月に現地調査Ⅰを実施し、本プロジェクトの要請内容の確認や事業計画策

定に必要な情報収集を行った。その後、調査結果を踏まえて、日本で事業計画の検討を行い、協

力準備調査報告書（案）を作成した。 

 

今般、JICAは協力準備調査報告書（案）の内容をニジェール国側に説明し、またその内容に関す

る意見を聴取するため、2012年12月2日から11日まで、ニジェール支所 所長 松本 仁 を団長

とする協力準備調査（現地調査Ⅱ）調査団（以下、「調査団」と称する）を派遣した。 

 

 協議および現地調査の結果、両者は付属書に記載された主要な項目を確認した。 

 

ニジェール共和国ニアメ市 2012年 12月 7日 

 

 

 

   

松本 仁 

団長 

協力準備調査（現地調査II）団 

独立行政法人国際協力機構 

 

 

 

 

 

カリル・タイル 

次官補 

国民教育・識字・国語推進省 

ニジェール共和国 

      証人として 

 

ジブリル・ハヌヌ 

次官 

財務省 

ニジェール共和国 
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付属書 

 

１．協力準備調査報告書（案）の内容 

ニジェール国側は、調査団によって説明された協力準備調査報告書（案）の内容に関して合意

し、これを受け入れた。 

 

２．日本の無償資金協力制度 

調査団は、2012年 5月 18日に両者が署名した協議議事録の別紙 4～8に記述された日本のコミ

ュニティ開発無償資金協力制度の仕組みについて改めてニジェール国政府側に説明し、ニジェー

ル国側はこれを了解した。 

 

３．本プロジェクトの対象施設・機材 

 調査団は、本プロジェクトの協力対象となる施設・機材内容（別紙１）について説明し、ニジ

ェール国側はこれを改めて了解した。 

 

４．ソフトコンポーネント 

 本プロジェクトでは、ソフトコンポーネントを実施しないことを調査団は説明し、ニジェール

国側はこれを了解した。なお、本計画で整備された施設の維持管理に係る啓発活動については、

ニジェール側で実施することで双方合意した。 

 

５．プロジェクトの概算事業費 

調査団は本プロジェクトの概算事業費（別紙２）について説明した。双方は概算事業費につい

て受注者決定まで関係者以外の第三者に開示しないことを確認した。調査団は、概算事業費は概

算であり変更する可能性があることを説明し、ニジェール国側はこれを了解した。 

 

６．ニジェール国側負担事項 

調査団は、本プロジェクトの実施にあたって必要となるニジェール国側負担事項の内容（別紙

３）及び事業実施工程案（別紙４）について説明した。ニジェール国側は、スケジュールに則っ

て本体工事が遅延しないよう、本案件成果が十分に活用されるよう、かかる事項の実施に必要な

予算を確保し、確実に実施することを確約した。 

 

７．運営・維持管理の遵守 

 ニジェール国側は、建設が終了するまでに、本計画の実施に伴い追加で必要となる人員を配置

することを確約した。また、運営・維持管理体制の確立や運営・維持管理に必要な予算の確保・

配分を遅滞なく実施することを確約した。 

 

８．秘密保持 

双方は、本プロジェクトに関連するあらゆる資料をプロジェクトの入札終了まで関係者以外の

第三者に、本プロジェクトの入札に関する技術資料に係る情報を開示しないことを確認した。 

 

９．今後の予定 

JICA は本協議結果に基づいて最終報告書を完成させ、ニジェール国政府側に 2013 年 5 月中に

提出する予定である。 

 

１０．その他 

１）免税措置 

ニジェール国側は本プロジェクト実施のため、調達代理機関及び本邦コンサルタント、現地企

業の業務及び業務に要する物品の購入ならびに契約行為に対する必要な免税措置（免税とはニジ

ェール国政府が予算措置を通じて税金を負担または還付することを意味する）を講じることを確

約した。またニジェール国側は、本プロジェクトに係る免税手続きの円滑かつ迅速な実施のため
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に、免税手続きに必要な便宜を図ることを了解した。 

２）土地証書提出期限 

ニジェール側は、CEG FA Banifandou のサイトに係る土地所有権あるいは使用権を証明する書

類を遅くとも 2012年 12月 14日までに JICAに提出することを約束した。 

 ３）その他の建設計画 

 ニジェール側は今から本プロジェクトの終了まで、計画対象 17サイトにおいて、他ドナー及び

ニジェール国による教室建設計画がないことを確認した。調査団は計画対象校において、本プロ

ジェクトの実施に影響を与える建設計画がある場合、当該対象校は自動的に計画対象から除外さ

れ、他校が繰り上がらない可能性があることを説明し、ニジェール側はこれに合意した。 

 

 

別紙 1：対象施設・機材リスト 

別紙 2：概算事業費 

別紙 3：ニジェール国側負担事項 

別紙 4：事業実施工程表 
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別紙 1 対象施設・機材リスト 
 

（１） 学校別対象施設 
 

 学校

ID 
学校名 

計画               

教室数 

トイレ            

ブース 
管理棟 

1 I-1 ﾌﾗﾝｽ・ｱﾐﾃｨｴ・ﾆｼﾞｪｰﾙ中学校 14  0  0  

2 I-2 第 35 ｼﾃ・ｼﾉﾜｰｽﾞ中学校 (2009年創立) 14  6  1  

3 I-5 ﾙｰﾄ・ﾃｨﾗﾍﾞﾘ中学校 (新設校) 12  6  1  

4 II-2 第 24 ﾏﾊﾏﾝ・ｳｽﾏﾝ中学校 17  0  0  

5 II-3 ｺｲﾗ・ﾃｷﾞ中学校 22  0  0  

6 II-4 ﾀﾞﾙ・ｴｽ・ｻﾗﾑ中学校 13  0  0  

7 II-5 ﾌﾗﾝｺﾌｫﾆ中学校 (新設校) 5  6  1  

8 IV-5 ｱｴﾛﾎﾟｰﾄ中学校 (新設校) 7  6  1  

9 IV-6 ﾙｰﾄ・ﾌｨﾗﾝｹﾞ中学校 (2010年創立) 15  6  1  

10 V-1 ｶﾞｳｪｲ中学校 16  0  0  

11 V-2 ﾗﾓﾙﾃﾞ中学校 12  4  0  

12 V-3 ｻｷﾞｱ中学校 (新設校) 8  6  1  

13 V-4 ﾉﾙﾃﾞｨﾚ中学校 (新設校) 10  6  1  

14 FA-1 FA ﾗｻﾞﾚ中学校 13  0  0  

15 FA-2 FA ｱｴﾛﾎﾟｰﾄ中学校 (2011年創立) 8  6  1  

16 FA-3 FA ﾘｰﾌﾞ・ﾄﾞﾛﾜｯﾄ中学校 19  2  0  

17 FA-4 FA ﾊﾞﾆﾌｧﾝﾄﾞゥ中学校 (2010年創立) 10  6  1  

合  計 215  60  9  

 
   

  
 

 

（２）教育家具 

 
棟名 室名 教育家具   （ ）内数値は数量 

教室棟 教室 
生徒用机・椅子(2 人掛け)(25)、教員用机(1)、教

員用椅子(1)、収納棚(1) 

管理棟 

校長室 机(1)、椅子(1)、収納棚(1) 

校長室倉庫 収納棚(3) 

教員室 机(12)、椅子(12)、収納棚(4) 

サーベイヤント室 机(3)、椅子(3) 

サーベイヤント室倉庫 収納棚(3) 

 



 

別紙２ 概算事業費 

 

A2-1 
 

 

 

 

 

 

 

 

施工・調達業者契約認証まで非公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ニジェール国側負担経費        67.3百万 FCFA（約 10.82百万円） 

 

ニジェール国側負担経費内訳 

費目 
金額単位 

（F.CFAフラン） 
備考 

敷地整備（樹木除去、低木除去） 8,001,000 

教育省負担 

電気設備接続工事 44,705,000 

給水設備接続工事 450,000 

建設工事中の仮校舎確保費用1 3,600,000 

施設建設に係る実施費用2 2,600,000 

銀行手数料 7,955,000 

合計 67,311,000  

 

なお、この額は 2012年 6月の現地調査時に得た情報を元に日本側が試算した概算額である。 

 

（３）積算条件 

① 積算時点  ：平成 24年 6月 

② 為替交換レート ：1US$ ＝80.52円 

：1現地通貨（FCFA：フラン・セーファー）＝0.16086円 

：1ユーロ＝105.52円 

③ 施工・調達期間 ：工事の期間は、業務実施工程に示したとおり。 

④ その他  ：積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて 

行うこととする。 

                             
1 土地の賃貸料として積算 
2 協議会、毎月のサイト訪問への同行、竣工検査への同行に係る日当、交通費を積算。 
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別紙３ ニジェール国側負担事項 

 

本プロジェクトを日本国のコミュニティ開発支援無償資金協力で実施する上で、ニジェー

ル国政府が負担すべき項目は下記のとおりである。 

 

１）本プロジェクトに必要な土地を用意し、教育省が建物を建設する権利を確保すること 

 

２）本プロジェクトの実施に先立ち、地上及び地中埋設障害物の撤去工事を実施するとと

もに、整地（盛土、盛切土）を行うこと（但し、準備工事が工事開始までにニジェール国

側にて実施されない場合、当該サイトの優先度を下げる。） 

 

３）工事完成後に囲い塀の新設または補修、正門の設置、造園、その他付属的な外構工事

を必要に応じて実施すること 

 

４）工事完了までに電力、上水道、の敷地内への引き込みと接続工事を行うこと 

 

５）日本にある銀行との銀行取り決めに基づき包括的支払い授権書に係る通知手数料、及

び支払手数料を負担すること 

 

６）プロジェクトに使用される資機材の輸入、通関が速やかに実施されるよう、必要な措

置を講じること 

 

７）調達代理契約及び調達代理機関と交わす各契約に基づいて、本プロジェクトに携わる

個人または法人に対し、ニジェール国への入国、並びに滞在に必要な便宜を供与すること 

 

８）プロジェクト実施に必要な輸入資材に対し、免税手続きを行うこと 

 

９）プロジェクトに係る契約に基づき提供される役務、生産物に対し、ニジェール国にお

いて課される関税・国内税及びその他の財政的な義務を免除すること 

 

１０）ニジェール国側負担事業の未実施によって生じる損害賠償を負担すること 

 

１１）本プロジェクトで供与される施設機材を適切かつ効果的に使用し維持すること 

 

１２）本プロジェクトの範囲内で日本のコミュニティ開発支援無償資金協力によって負担

される費用以外の全ての費用を負担すること 
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ニジェール国側負担による各計画サイトにおける必要工事は以下のとおり。 

 

第１グループ 

 

 

第２グループ 

 

 

 

 

 

 

 

ロット 学校ID 学校名 樹木撤去 既存障害物の撤去
電力、市水の引
き込み接続工事

その他

I-5 ﾙｰﾄ・ﾃｨﾗﾍﾞﾘ中学校 (新設)

II-3 ｺｲﾗ・ﾃｷﾞ中学校

II-5 ﾌﾗﾝｺﾌｫﾆ中学校 (新設)

IV-5 ｱｴﾛﾎﾟｰﾄ中学校 (新設) 1 本

IV-6 ﾙｰﾄ・ﾌｨﾗﾝｹﾞ中学校 1 本

FA-2 FAｱｴﾛﾎﾟｰﾄ中学校

FA-4 FAﾊﾞﾆﾌｧﾝﾄﾞゥ中学校 6 本 建設工事中の仮校舎の確保

I-2 第35ｼﾃ・ｼﾉﾜｰｽﾞ中学校 守衛小屋 電気/市水

II-2 第24ﾏﾊﾏﾝ・ｳｽﾏﾝ中学校 14 本 守衛小屋 電気

FA-3 FAﾘｰﾌﾞ・ﾄﾞﾛﾜｯﾄ中学校 電気/市水

V-1 ｶﾞｳｪｲ中学校 10 本 電気

V-2 ﾗﾓﾙﾃﾞ中学校 4 本 電気/市水

V-3 ｻｷﾞｱ中学校 (新設) 8 本

V-4 ﾉﾙﾃﾞｨﾚ中学校 (新設) 3 本

LOT 2

LOT 3

LOT 4

LOT 1

ロット 学校ID 学校名 樹木撤去 既存障害物の撤去
電力、市水の引
き込み接続工事

その他

I-1 ﾌﾗﾝｽ・ｱﾐﾃｨｴ・ﾆｼﾞｪｰﾙ中学校 3 本 電気

II-4 ﾀﾞﾙ・ｴｽ・ｻﾗﾑ中学校 4m （低木） 電気

FA-1 FAﾗｻﾞﾚ中学校 守衛小屋 電気

LOT 5
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別紙４ 事業実施工程表 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

行事

▲

▲

▲

▲

入札図書作成・承認

入札公示～契約

建設工事

入札・契約

機材（家具）調達

弱 強 雨季

施設

2013 2014 2015 2016

機材
(家
具)

月

調達代理契約後の月数

建設工事の月数

閣議

E/N・G/A

調達代理契約

コンサルタント契約

実施
段階

準備・モックアップ

検査

準備・モックアップ

検査

家具搬入・引渡し
家具搬入・引渡し

8/1 8/30 7/20 8/19 7/9 8/8

ラマダンラマダン ラマダン
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ニジェール国 

中学校教室建設計画 

準備調査（入札参考資料の現地説明） 

テクニカルノート 

 

独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」と記す）は、ニジェール国（以下「ニジェール」

と称す）と JICAとの間で 2012年 12月 7日付けのミニッツで合意された「中学校教室建設計

画」（以下「プロジェクト」と記す）に関する概略設計報告書（案）に則り、プロジェクトの

詳細設計案（以下「入札参考資料」と称す）を作成した。 

JICAは、入札参考資料の内容をニジェールに説明し、またその内容に関する意見を聴取する

ため、粂川伸司を業務主任とするコンサルタントチーム（以下「チーム」と記す）を、2013

年 3月 10日から 2013年 3月 19日までの予定でニジェールへ派遣した。 

協議の結果、ニジェールとチームは以下の項目を確認した。 

 

 

1. 入札参考資料の内容 

ニジェールは、チームによって説明された入札参考資料の内容を確認し、これを受け入れた。 

ニジェールは、入札図書はこの入札参考資料を基に今後実施段階において JICS により作成

されることを理解した。 

 

２．計画対象校の名称ならびに建設敷地の変更 

ニジェールは本計画の計画対象校であるⅠ-5 ルートティラベリ中学校について計画敷地の

変更、また、Ⅱ-5フランコフォニ中学校について、学校名ならびに計画敷地の変更をチームに

伝えた。 

チームは、以下の方針を伝え、ニジェールはこれを理解した。 

１） 現地調査 IIにおいて計画内容が合意されたため、準備調査内で上記変更を考慮すること

はで きない。 

 

２） チームは要請された新敷地の調査を行い、結果を日本に持ち帰り、実施段階で検討する。 

 

３） 変更の妥当性が認められた場合は、入札図書に反映する。 

 

 

ニジェール 2013年 3月 15日 

仏語にてオリジナル 2部を作成 

 

 

 

 

  

粂川 伸司 

業務主任 

準備調査コンサルタントチーム 

株式会社毛利建築設計事務所 

 M. BARMOU SALIFOU 
事務次官 

国民教育・識字・国語推進省 

ニジェール共和国 
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